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記念特別講演会
開場 :午後 1時

開演 :午後 2時 ～午後4時

畷目講

『奈良の茶の湯と小堀遠州』
MIHO MUSEUM館 長 熊 倉 功 夫 氏

『遠州ゆかりの郡山城を中心に一 お城の魅力』

奈良大学 城郭考古学者 千 田 嘉 博 氏

城郭考古学者 1963年愛知県生まれ。大阪大学博士(文

学)。 現在、奈良大学文学部文化財学科教授・名古屋

市立大学特任教授。

甲学 1年生の夏体みに姫路城を遠望 して日本と世界

の城の研究者になる。2015年に濱田青陵賞受賞。主

な著書に『戦国の城を歩 く』 (ち くま学芸文庫)『信

長の城』(岩波書店)『城郭考古学の冒険』(幻冬舎新書)

『歴史を読み解 く城歩き』朝日新書など。
.■11':■■■「:|ヽ :久

千田嘉博
せんだ よしひろ

1943年 東京生まれ。東京教育大学文学部日本史学科
卒業。日本文化史専攻。文学博士。
京都大学人文科学研究所講師、筑波大学歴史人類学
系教授を経て、1992年 国立民族学博物館教授。2004

年退官、同年林原美術館館長 (～ 2012)、 2010年静
岡文化芸術大学学長 (～ 2016)、 2016年 MIHO
M∪ SE∪ M館長。2010年農水省食料・農業・農村
政策審議会会長。2017年茶の都ミュージアム館長。
茶道史・寛永文化のほかに日本料理の文化史、民芸
運動など幅広く研究。
写真 :成 安造形大学附属近江学研究所 提供

熊倉 功夫
くまくらいさお

狂言「清水」  茂山千三郎 他

お話       河村 晴道

能「春日龍神 龍女之舞」

能楽鑑賞会
開場 :午後 4時 30分
開演 :午後 5日寺～午後7時頃

茂 山 千二郎
しげやませんざぶろう

大蔵流狂言方 。 1964年 9月 4日 生まれ。祖父三世茂山千作 (人間国宝)、

父四世茂山千作 (人 間国宝)に 師事。3歳の時 「業平餅」童にて初舞台。

現在までに狂言師として 50カ 国におよぶ海外公演にも参加。FM京都 α

ステ~ン ヨンにてパーソナリティーを 14年間、また KBS京都テレビでは

キャスター、 レポーターを歴任、講演講師としての活動も多数。「京都府

文化奨励賞」、「京都市芸術新人賞」、「京都府文化功労賞」受賞。2015年
からは自身の狂言会「三ノ会」を発会、2021年 、茂山千五郎―門から独立 し、

昨年、670年 の歴史を誇る能狂言の技芸を基に、狂言健康法「和儀」を創始。

(社)和儀を設立。和儀を持つて日本人の健康長寿を根源を追求。日本人

の素晴らしさを改めて浮き彫 りにする。

味方 玄
みかたしずか

観世流能役者。 1966年 、京都生まれ。能楽師味方健の長男。幼少より父

に手ほどきを受け、1986年、故片山幽雪 (人間国宝)に 内弟子入門。幽雪 (九

世九郎右衛門)、 十世九郎右衛門に師事。 1991年 、独立。2001年、「京都

市芸術新人賞」受賞。2002年、KBS京都テ レビにて能楽入門番組「能三昧」(全

28回 )を 監修・出演。2003年、新作能「待月 (つ きまち)」 の脚本を手が

けシテを演 じる。2004年 「京都府文化賞奨励賞」受賞。2011年、重要

無形文化財 (総合)認定。 ,寅 能の会「テア ドル・ノウ」、社中会「青峰会」、

後援会「能のみかたくらぶ」を主宰。演能および能楽の普及活動、企画・演出・

プロデュースもこな し国内外で活動。著書 『能へのいざない』 (淡 交社)。

2022年 「第 44回 観世寿夫記念法政大学能楽賞」受賞。
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【狂言「清水」】主人から、茶会のための清水を汲みに行くよう命じられた太郎冠
者は、途中で主人秘蔵の水桶を投げ捨て「鬼が出た」と嘘をついて引き返す。とこ
ろが、水桶が惜しい主人が自ら桶を探しに行くと言い出し、困った太郎冠者は…。

【能「春日龍神」】天竺への旅を決めた明恵上人が暇乞いのため春日大社へ行くと、
老いた宮人に出会う。宮人は「この春日の地こそ仏法の聖地ゆえ、渡唐の必要は
ない」と上人を諭し、自らを春日神社の使い 。時風秀行だと名乗って姿を消す。
やがて春日野は金の光に包まれ、龍神・龍女が現れて釈迦の生涯や霊鷲山での説
法の場を再現し、龍神は大蛇となって猿沢の池へ消えていく。

シテ

ツ レ

ワキ

笛

小鼓

大鼓

太鼓

後見

地謡

宮人 /龍神

宮人

龍女

龍女

明恵上人

味方  玄

味方  梓

河村浩太郎

深野 貴彦

宝生 欣哉

杉 信太朗

吉坂 一郎

河村凛太郎

前川 光長

味方  回

河村 和貴

大江 信行

河村 和重

河村 日青道

浦田 保親

河村 和晃

大江 広祐

樹下 千慧

第二部

第五十六回遠州流茶道全国大会
日程:令和 5年 10月 21日 (土 )

会 場:な ら 100年会館 中ホール
チケット:螢讐席 自 由 510001円.(講演会十能楽鑑賞会 通じ券)

主催 :違州流茶遺蓮盟′1覆轟|1察良県、奈良市、大和郡置

=|

下記メールアドレスまで 【チケットの枚数。お名前・連絡先】を
明記の上、お申込みください。
当日、お名前確認の上、代金と引き換えでチケットをお渡しします。

【チケットお申込み】 第五十六回遠州流茶道全国大会実行委員会

E-mail : shoukanan39@gmail.com
能楽写真 :「春日龍神」味方玄/撮影 :渡辺真也 郡山城写真 :大和郡山市企画政策課提供
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